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令和３年度「宇都宮市総合計画市民懇談会」の結果等について 

 

１ 市民懇談会について 

⑴ 設置目的 

「第６次宇都宮市総合計画改定基本計画」の策定に当たり，様々な分野の市民の

代表から本市のまちづくりに関する意見を聴取し，計画に反映させる。 

 

⑵ 委員構成 

   ３１人 

（学識経験者７人，関係機関及び関係団体の役職員２０人，公募委員４人） 

  

２ 取組経過 

第１回 全体会（令和３年１１月２６日） 

 [主な議事] 

・ 「第６次宇都宮市総合計画」の概要及び「第６次宇都宮市総合計画改定基本計

画策定方針」等について 

 

第１回 分科会（令和３年１２月２４日） 

[主な議事] 

 ・ 政策評価について 

・ 分野別の「概ね１０年後のあるべき姿」について 

 

第２回 分科会（令和４年２月１５日） 

[主な議事] 

・ 第１回分科会における意見について 

・ 分野別の「取組の方向性」について 

 

第２回 全体会（令和４年３月２３日） 

[主な議事] 

 ・ 令和３年度「総合計画市民懇談会」の結果について 

 

３ 主な意見内容 

  前期計画の評価や「スーパースマートシティ」についてなど，計画全般に関する意

見のほか，専門的な見地から，各分野における１０年後に向けて対応すべき課題や取

組の方向性など，幅広く意見をいただいた。 

⇒ 「意見書（案）」については 別 紙 参照 

 

資 料
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４ 意見書の反映 

  「第６次総合計画改定基本計画」の策定を進める中で，分野横断的な施策である「ま

ちづくり好循環プロジェクト※１」の導出や各政策分野（６つの未来都市）における「戦

略事業※２」の導出において活用していく。 
 

  
※１ 「まちづくりの好循環」の加速化を図ることで，「将来のうつのみや像（都市像）」の実

現を目指し，特に効果が高い先導的な取組や複数の分野の連携が不可欠な横断的な取組，

他の分野への波及効果が高い取組などをまとめたもの 

 

 ※２ 基本構想に掲げる「６つの未来都市」の実現に向けて，基本計画における政策の柱や政

策分野をけん引する政策効果の高い取組 

 

５ 意見書手交式（予定） 

⑴ 日 時 

   令和４年３月２９日（火） 午後２時００分～午後２時１５分 

 ⑵ 場 所 

   宇都宮市役所本庁舎 応接室 

⑶ 出席者 

  ・ 懇談会委員：横尾会長 

  ・ 宇 都 宮 市：市長，総合政策部長，総合政策部次長，政策審議室長， 

政策審議室総合計画担当主幹 等 

 

６ 令和４年度 総合計画市民懇談会について 

・ 令和４年度については，懇談会に市議会から推薦いただいた委員を加え，改定基

本計画素案の内容について協議 

・ 令和４年度初回となる「第３回全体会」は，令和４年７月上旬に開催予定 

 

 


